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令和５年度第 2回壬生町地域公共交通会議 会議結果 
 

１．日時 令和５年 11月 9日（木） 9：30～10：40 

 

２．会場 壬生町役場 特別会議室 1・2 

 

３．出席者 

   出席者 20名   欠席 2名 

   藤賀委員 神永委員 荒川委員 塩田委員 立川委員 小矢島委員 鉢村委員 白石委員（代） 

中山委員 荒川委員 佐山委員（代） 島田委員 長田委員(会長) 赤羽根委員 柏木委員  

横尾委員(代) 星野委員 増山（真）委員 人見委員 増山（士）委員 

 

４．議題 

  １）壬生町コミュニティバス実証運行の延長等について  ⇒承認 

     ・実証運行期間の延長 

     ・実証運行ルート及び運行ダイヤの変更 

  2）令和５年度地域内フィーダー系統確保維持計画の変更について ⇒承認 

  

5．報告 

  １）壬生町コミュニティバス“みぶーぶ”利用者アンケート結果取りまとめ 

      ⇒ アンケート結果を参考に、今後よりよい公共交通となるよう検討を続けていく。 

 

 

【質疑応答】  

 4.議題について 

1）壬生町コミュニティバス実証運行の延長等について 

委  員：コミュニティバスの乗車実績はどれくらいなのか。 

事務局：７月時点で１便あたり循環線は平均 1.2人、高校線は平均 12.4人となる。 

委  員：本格運行にあたって、車両の大きさ、デマンドタクシーとの住み分けはどう考えているか。 

事務局：車両の大きさについては、今後免許返納者が増えることを見込んでいるため、利用状況を

考慮しながら検討していく。また、デマンドタクシーとの住み分けについては、利用者アンケ

ートの結果からデマンドタクシーとの需要がそれぞれ分かれていると考えられるため、どち

らも必要と認識している。 

委  員：需要に応じて運行するなど別の形態もあると思うので、乗合バスのみならず、様々な検討

が必要と思う。 

会  長：ダウンサイジングなども含めて検討が必要と思う。 

委  員：壬生高線の第 1・2便、第 5・6便の間隔２分は適当か。乗りこぼしはあったのか。 

事務局：第１便に乗り切れず、雨天時に利用者が傘をさして待っている状況も発生しているため、利

用者の多い第１・２便や第５・６便は待ち時間を短縮すべく、実績も踏まえて無理なく運行

できる間隔を２分と設定した。 

委  員：壬生高線について、平均 12.4人なのに大型バスである必要があるのか。 
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事務局：現在主に利用されている壬生高校生徒について、２・３学年の生徒は今まで徒歩で通って

いたことから、バスへの転換が済んでいないが、１年生の利用は増えている。数年後の利

用者人数を見込んで大型バスの設定としている。 

委  員：時間を決めず、一定の時間内で間隔を開けずにピストン輸送すること（30 分間に○○回

往復する方式）は検討しないのか。 

事務局：委員からいただいた方式が可能か検討していく必要があるが、現時点では定刻運行で支

障ないと考えている。 

 

2）令和５年度地域内フィーダー系統確保維持計画の変更について 

意見なし 

 

5．報告について 

１）壬生町コミュニティバス“みぶーぶ”利用者アンケート結果取りまとめ 

委  員：コミュニティバス利用者のうち、60 代以上の方について、デマンドタクシーを知らない方が

多いように見受けられるが、ＰＲ不足ではないか。 

事務局：結果より、確かにＰＲ不足もいなめないと思われるため、引き続きＰＲしていく。 

委  員：獨協医大前の利用者が多いため、１回の運行で獨協医大前に２回停車することはできな

いのか。 

事務局：確かに獨協医大の利用者が多いと思うが、ルートの変更などについては人件費等の費用

や利用者の需要を見極めながら検討していく必要があると考えている。 

委  員：壬生高線の利用者に対してアンケートは実施するのか。 

事務局：時期は未定であるが実施予定である。（インターネット回答を予定） 

委  員：一般の方（利用していない方）へのアンケートは予定しているか。 

事務局：現時点では利用していない方へのアンケート実施の予定は無い。 

委  員：運行後に捉え方が変わっていると思うので、改めて実施する必要があるのではないか。 

事務局：委員ご指摘の通りであるため、今後検討していきたい。 

会  長：町民向けのアンケート（満足度アンケート）などに追加するのも方法としてあると思う。 

 Ｂｅｆｏｒｅ・Ａｆｔｅｒの比較が重要だと思う。 

 

【その他】 

（タクシー協会からの情報提供） 

委  員：タクシードライバーの人手不足が深刻な問題になっており（令和元年度 2,000 人→令和

４年度 1,700人）、待遇改善が必要と考えている。12月 4日より、運賃の改定（約 10％

増）が認められた。初乗り運賃が1.1ｋｍまで500円から、1ｋｍまで500円となったほか、

加算運賃 100 円あたりの運送距離が 271ｍから 246ｍとなる。また、プライバシー保護

のため、運転手の写真・名前の表示がなくなった。 


